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家庭のしつけと子どもの問題行動（子どもは親の鏡です）

家庭でこうすれば 子どもがこうなる どうすればよいか

○ 過保護 ● 依頼心が強い ◎ 時間がかかっても最後まで

○ あまやかす ● 困難にぶつかるとすぐ投げ やらせ、自分でできることの

出す 喜びを味わわせる

○ 親がすぐ手を出す ● 身の回りの始末ができない

○こどもがけがでもしないかと ● 自分の思うままにならない

びくびくしている と大声でわめく

○ 愛情が足りない ● 忘れ物が多い ◎ よく話を聞いてやる

○ 子どもをつき放す ● いたずらが多い ◎ できるだけ子どもとふれあ

○ 子ども任せにする ● 落ち着きがない う時間を持つ

○ 無関心 ● 決まりを守らない ◎ 帰宅したとき、必ず声をか

○ 拒 否 ● 集団からはみ出し、自分勝 ける

手に行動する

○ 口うるさい ● 言われないと何もできない ◎ 必要なことだけ言って、子

○ 叱るときくどい ● 注意してもききめがない どもを信用する

○ 叱るとき感情的になる ● 反抗的になる ◎ ながなが小言を言わず、悪

○ 干渉的で細かい ● 無口でやる気がない いときは、ぴしっと叱る

● ぼんやりしている

● 表現力・想像力が乏しい

○ 競争意識が強い ● 型にはまって、おもしろみ ◎ 長所を見つけて、ほめ、励

がない ます

○ よその子と比べて批判する ● ごまかしやうそを言う ◎ 点数にこだわらない

○ テストの点数にこだわる ● 神経質でいつもぴりぴりし ◎ 子どもが自分を表現した

ている り、創造的であったときは、

○ 完全を求める ● 友達を批判したり、告げ口 ほめ、励ます

をする

○ 家庭不和 ● 友達をいじめる ◎ 家族が仲良くして、明るい

○ きょうだいの仲が悪い ● 落ち着きがない 家庭を作る

● いつもおどおどして情緒が

不安定

＜望ましい家庭教育の５原則＞

① 全てのしつけや子どもに対する態度、子どもの行動を、良いか

悪いかの二つのうちのどちらかに単純に割り切って考えない。

② 親の理想を子どもに押しつけないで、子どもの自然の成長を尊

重する。

③ 言葉よりも行動で、親が望ましい手本を示す。

④ 親が神経質にならない。

⑤ 家庭教育は、自らの手で、自らの頭で作り出さなければならない。


